
８
月
８
日
人
事
院
勧
告
で
、

本
俸
・
一
時
金
と
も
に
プ
ラ

ス
勧
告
と
な
っ
た
こ
と
は
私

た
ち
の
運
動
の
成
果
で
す
。

し
か
し

30歳
台
後
半
以
降
職

員
の
月
例
給
は
据
え
置
き
、

公
務
全
体
の
改
善
と
な
ら
な

い
勧
告
と
な
っ
て
い
ま
す
。

月
例
給
は
、
若
年
層
の
引

き
上
げ
、
初
任
給
は
大
卒
で

３
千
円
、
高
卒
で
４
千
円
を

引
き
上
げ
る
も
の
の
官
民
の

初
任
給
の
較
差
解
消
に
は
、

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
勧

告
に
は
こ
の
間
の
物
価
上
昇

は
考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

一
時
金
は
、
０
・

10月
を

勤
勉
手
当
で
引
き
上
げ
る
と

し
ま
し
た
。
昨
年
・
一
昨
年

と
２
年
連
続
で
多
く
の
自
治

体
で
は
会
計
年
度
任
用
職
員

の
期
末
手
当
が
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。
勤
勉
手
当
の
引

き
上
げ
が
勧
告
さ
れ
た
今
年

は
、
当
然
一
時
金
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
べ
き
で
す
。
勤
勉

手
当
（
相
当
額
）
の
支
給
へ

法
改
正
を
求
め
る
運
動
と
と

も
に
自
治
体
で
も
正
規
職
員

の
期
末
・
勤
勉
手
当
に
見
あ

う
一
時
金
の
支
給
は
待
っ
た

な
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

報
告
で
は
「
社
会
と
公
務

の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う

『
給
与
制
度
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
』
し
、
能
率
的
で
活
力
あ

る
公
務
組
織
の
実
現
に
向
け

て
と
り
く
む
」
と
触
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
定
年
引
き

上
げ
に
あ
わ
せ
て
昇
任
・
昇

格
・
昇
給
の
基
準
、
俸
給
表

な
ど
を
見
直
す
と
し
た
こ
と

に
符
合
し
ま
す
。
ま
た
「
２

０
２
４
年
の
地
域
手
当
見
直

し
」
に
向
け
て
も
、
地
域
間

格
差
解
消
に
は
い
っ
さ
い
言

及
し
て
い
ま
せ
ん
。
生
涯
賃

金
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
も
あ
り
、
改
悪
は
絶

対
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

勧
告
で
は
、
女
性
が
４
分

の
３
を
占
め
る
非
常
勤
職
員

の
不
安
定
雇
用
や
劣
悪
な
処

遇
の
改
善
に
つ
い
て
、
全
く

言
及
が
な
か
っ
た
こ
と
は
問

題
で
す
。
公
務
の
中
で
重
要

な
役
割
を
担
う
非
常
勤
職
員

の
処
遇
改
善
と
な
る
よ
う
人

事
院
は
社
会
的
な
責
任
を
果

た
す
べ
き
で
す
。

自
治
労
連
は
「
過
労
死
ラ

イ
ン
」
を
超
え
る
長
時
間
労

働
を
直
ち
に
な
く
し
、
住
民

の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る

た
め
に
、
必
要
な
人
員
増
と

体
制
強
化
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
雇
用
の
安
定
と
処
遇

改
善
を
強
く
要
求
し
ま
す
。

住
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
を

守
り
き
り
、
国
民
一
人
ひ
と

り
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
全
力
で
確

定
闘
争
な
ど
、
た
た
か
い
を

す
す
め
ま
し
ょ
う
。

８
月
６
日
、
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
医
療
介
護
学
習
交
流
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
、

19時

開
始
に
も
か
か
わ
ら
ず

20人

が
参
加
（
愛
媛

10・
高
知

10

人
）
。
初
め
に
主
催
者
か
ら
、

今
年
２
月
か
ら
の
ケ
ア
労
働

の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
「
介

護
は
一
人
当
た
り
９
千
円
程

度
の
引
き
上
げ
と
制
度
設
計

さ
れ
た
が
、
看
護
は
４
千
円

に
留
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も

対
象
医
療
機
関
も
３
次
救
急

も
し
く
は
年
間
救
急
搬
送
件

数
２
０
０
件
以
上
を
満
た
す

場
合
に
限
ら
れ
る
な
ど
、
コ

ロ
ナ
対
応
の
実
態
に
合
わ
な

い
形
で
区
分
さ
れ
て
い
る
」

と
現
状
の
課
題
に
つ
い
て
説

明
。

10月
か
ら
の
診
療
報
酬

改
定
に
向
け
て
学
習
会
を
設

定
。
講
師
の
倉
田
均
さ
ん

（
愛
媛
医
療
生
協
・
専
務
理

事
）
は
現
行
制
度
の
問
題
点

を
「
コ
ロ
ナ
対
応
の
防
疫
手

当
は
日
額
３
～
４
千
円
の
支

給
に
対
し
、
処
遇
改
善
は
月

額
４
千
円
程
度
で
、
支
給
対

象
看
護
師
に
は
手
当
増
よ
り

も
人
員
確
保
を
求
め
る
声
の

ほ
う
が
大
き
い
。
支
給
対
象

も
限
定
さ
れ
職
場
に
分
断
を

持
ち
込
ん
だ
印
象
」
な
ど
指

摘
。
そ
の
上
で

10月
か
ら
の

診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
は

「
８
月
３
日
中
医
協
へ
の
答

申
で
看
護
師
一
人
当
た
り
１

万
２
千
円
と
な
る
よ
う
だ
が
、

診
療
報
酬
に
組
み
込
ま
れ
た

こ
と
で
、
当
院
の
場
合
入
院

患
者
一
人
１
日
当
た
り
自
己

負
担
分
が
２
百
円
程
度
増
え

る
（
３
割
負
担
の
場
合
）
試

算
に
な
る
。
患
者
負
担
を
伴

う
処
遇
改
善
は
問
題
で
、
加

算
対
象
外
医
療
機
関
と
の
賃

金
格
差
が
広
が
り
看
護
師
の

人
材
流
動
が
起
こ
る
懸
念
が

あ
る
」
と
説
明
。
参
加
者
と

質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

８
月
９
日
「
平
和
の
使
者

千
羽
鶴
を
海
外
へ
送
る
つ
ど

い
」
が
開
か
れ
、

20人
が
参

加
。
は
じ
め
に
原
爆
の
被
害

者
へ
黙
と
う
。
今
井
・
平
和

行
進
県
実
行
委
員
長
が
開
会

あ
い
さ
つ
し
、
今
年
の
平
和

行
進
の
経
過
と
成
果
な
ど
の

状
況
に
つ
い
て
報
告
。
「
わ

た
し
の
被
爆
体
験
」
と
し
て
、

被
爆
者
の
田
中
英
子
さ
ん

（

84）
が
自
身
の
被
爆
体
験

と
共
に
、
最
近
の
で
き
ご
と

と
今
後
へ
の
期
待
を
話
し
ま

し
た
。
参
加
者
・
団
体
か
ら

平
和
の
と
り
く
み
の
報
告
が

あ
り
、
ま
た
今
年
の
折
り
鶴

が
今
日
ま
で
に
約

25万
羽
集

ま
り
、
今
年
は
ア
メ
リ
カ
・

イ
ン
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
の
３

カ
国
３
団
体
へ
送
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
撮

影
の
後
、
各
団
体
へ
送
る
た

め
に
県
内
で
集
め
ら
れ
た
折

り
鶴
と
手
紙
を
同
封
し
て
箱

詰
め
す
る
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
に
送
っ
た
も

の
と
の
合
計
で
は
、

33カ
国

91団
体
５
３
９
万
１
千
羽
と

な
り
ま
す
。

（１） 第５４７号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２２年 ８月２０日

第 ５４７ 号

日 程

【８月】

20 県本部拡大執行委員会

（web併用）

自治労連青年部定期大会

（web）

自治労連医療部会定期総

会（web）

21 自治労連非正規公共評定

期総会（web）

25 自治労連地方組織賃金権

利担当者会議（web）

27 自治労連女性部定期大会

（web）

28 自治労連定期大会

（web～29）

【９月】

３ 愛媛労連定期大会

（共済会館・web併用）

４ 保育部会幹事会

（web併用）

10 県本部拡大執行委員会・

県本部労働学校

（web併用～11）

全労連女性部定期大会

（web併用）

【10月】

８ 四国Ｂ現業評労働学校

○官民較差に基づき初任給・若年層中心に改善。○一時金0.10月分勤勉手当を引き上げ

■８月８日、人事院は国会と内閣に対し、官民較差0.23％・921円にもとづき国家公務員の本俸（月例給）の初任給・若年層の引

上げ、一時金（ボーナス）支給月数0.10月引き上げを「勧告」。本俸・一時金ともに《引き上げ勧告》となりました。

※「給与勧告」のポイント（一部抜粋）

民間給与の調査… 約11,800民間事業所の45万人の個人別給与を調査（完了率83.2％）。公務と民間の４月分の給与を調査。

（１）官民較差…（民間企業と国家公務員の給与水準の比較）0.23％・921円

（２）月例給… 民間企業の初任給動向等を踏まえ、一般職高卒初任給を4,000円、同大卒初任給を3,000円引上げ。20歳台半ばに

重点を置き、初任の係長級の若手職員にも一定改善が及ぶよう30歳台半ばまでの職員の号俸を改定。その他の俸

給表は、行政職（一）との均衡を基本に改定。

（３）ボーナス… 昨年８月から本年７月までの直近１年間の民間支給実績（支給割合）と公務の年間支給月数を比較。

□民間4.41月・公務4.30月→0.10月分

引き上げ、年間4.40月分に改定。

《勤勉手当に配分》

※民間の支給状況等を踏まえ、勤務

実績に応じた給与推進のため、引

上げ分を勤勉手当に配分。勤勉手当

支給月数引上げ分の一部を用いて、

上位の成績区分に係る原資の確保を図る。

〔今年度〕12月勤勉手当が＋0.10月となる。〔来年度以降〕６月と12月の勤勉手当を各＋0.05月とする。

（４）実施時期…月例給：2022年４月１日に遡って適用。ボーナス：法律の公布日。月例給の引き上げ分と一時金は差額支給

今年度の平均年間給与（行政職Ⅰ）2022（R04）年 本俸＋0.23％ 一時金4.40月（＋0.10月）平均年間給与増減＋5.5万円

国家公務員給与と民間給与…民間給与との比較を行っている行政職俸給表（一）適用職員の平均給与月額は405,049円となり、

昨年４月と比較して若年者の人数が増加（平均年齢42.7歳）したこと等により2,104円減少。

６月期 12月期

2022年度 期末手当

勤勉手当

1.20月（支給済）

0.95月（支給済）

1.20月（改定なし）

1.05月（＋0.10月）

2023以降 期末手当

勤勉手当

1.20月

1.00月（＋0.05月）

1.20月

1.00月（＋0.05月）



伊
予
市
職
労
は
７
月

29日

定
期
大
会
を
開
催
し

36

人

（
＋
委
任
状
）
が
参
加
。
昨

年
に
続
き
、
感
染
予
防
対
策

を
講
じ
、
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

へ
の
転
換
期
！
も
っ
と
輝
く

明
日
に
向
け
て
一
致
団
結
」

の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
な
ど
、

す
べ
て
の
議
案
を
滞
り
な
く

審
議
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、

組
合
員
で
よ
か
っ
た
と
思
え

る
組
合
を
め
ざ
し
た
資
格
取

得
等
の
助
成
制
度
や
組
合
カ

レ
ッ
ジ
開
催
の
継
続
、
「
自

分
た
ち
で
変
え
る
！
」
労
働

環
境
の
改
善
の
具
体
策
を
提

案
し
、
賛
成
多
数
で
承
認
。

討
論
で
は
、
青
年
部
と
保
育

部
か
ら
は
１
年
間
コ
ロ
ナ
禍

の
中
、
試
行
錯
誤
を
し
な
が

ら
も
前
向
き
に
と
り
く
ん
で

い
る
様
子
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
、
お
な
じ
み
の
久

保
執
行
委
員
長
に
よ
る
「
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
大
会
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

宇
和
島
市
職
は
８
月
１
日
、

書
面
に
よ
る
定
期
総
会
の
議

決
と
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、

11人
が
参
加
。
定
期
総
会
は

組
合
員
の
過
半
数
を
超
え
る

賛
成
の
議
決
権
行
使
書
が
得

ら
れ
た
こ
と
を
確
認
し
可
決
。

執
行
委
員
会
に
移
り
、
組
織

共
済
の
改
正
に
伴
い
、
今
ま

で
の
給
付
金
額
を
維
持
す
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
今
後
も

協
議
す
る
方
向
と
し
ま
し
た
。

秋
季
要
求
書
で
は
、
育
休
枠

で
正
規
職
員
の
一
定
数
確
保
、

職
場
の
男
女
比
、
会
計
年
度

職
員
の
処
遇
改
善
、
通
勤
手

当
の
改
正
、
保
育
職
場
で
の

休
憩
時
間
・
パ
ソ
コ
ン
時
間

の
確
保
な
ど
、
要
求
事
項
を

出
し
あ
い
、
今
後
組
合
員
に

も
意
見
を
募
集
し
、
執
行
部

で
と
り
ま
と
め
要
求
書
に
追

加
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

南
予
総
支
部
は
８
月
５
日

定
期
総
会
を
開
催
し
４
単
組

15人
が
参
加
。
経
過
報
告
で

は
感
染
状
況
が
厳
し
い
状
況

が
続
く
中
で
も
リ
モ
ー
ト
参

加
も
活
用
し
な
が
ら
「
県
本

部
労
働
学
校
」
「
青
プ
ロ
四

国
」
な
ど
へ
南
予
の
各
単
組

か
ら
多
く
の
参
加
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
各
単
組
か
ら
も
、
秋
季

要
求
に
む
け
て
要
求
課
題
を

集
約
中
、
定
年
引
き
上
げ
へ

の
交
渉
準
備
、
コ
ロ
ナ
対
応
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
応
、
ま
た

青
プ
ロ
を
無
事
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
、
南
予
総
支
部
か

ら
も
多
く
の
青
年
が
参
加
し

て
く
れ
た
。
単
組
役
員
も
若

返
り
が
す
す
ん
で
い
る
、
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
年
度
方
針
・
予
算
で
は
南

予
総
支
部
内
で
の
活
動
活
性

化
に
向
け
、
活
動
費
を
倍
化

さ
せ
る
予
算
が
提
起
さ
れ
、

役
員
改
選
な
ど
も
含
め
て
、

全
会
一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

県
本
部
青
年
部
は
７
月

18

日
、
第

53回
定
期
大
会
を
開

催
し
、
６
単
組

14人
が
参
加
。

開
会
に
あ
た
り
、
坂
東
青
年

部
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
青

プ
ロ
四
国
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
青
年
部
で

み
ん
な
が
ビ
ッ
ク
リ
す
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い
き

た
い
」
な
ど
主
催
者
あ
い
さ

つ
。
来
賓
と
し
て
愛
媛
労
連

青
年
部
長
と
自
治
労
連
青
年

部
か
ら
用
松
書
記
長
が
参
加
。

経
過
報
告
で
は
青
プ
ロ
プ
レ

企
画
、
青
プ
ロ
四
国
の
開
催

な
ど
報
告
。
運
動
方
針
で
は
、

反
核
へ
ん
ろ
、
青
年
交
流
イ

ベ
ン
ト
・
自
治
研
青
年
講
座

な
ど
青
年
ら
し
い
企
画
の
開

催
、
な
ど
提
案
し
全
議
案
を

採
択
。
坂
東
青
年
部
長
の
継

続
が
確
認
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
後

も
み
す
え
た
青
年
部
活
動
が

始
動
し
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
７
月

27日

22年
度
新
体
制
と
な
り
、
初

め
て
の
執
行
委
員
会
を
開
催

し

11人
が
参
加
。
上
甲
委
員

長
が
「
委
員
長
を
受
け
た
か

ら
に
は
楽
し
く
前
向
き
に
進

め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
そ

れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
。
議
題
で

は
「
人
事
評
価
制
度
の
昇
給

反
映
に
か
か
る
意
見
書
」
提

出
、
「
秋
季
要
求
職
場
集
会

開
催
方
法
」
な
ど
協
議
し
、

組
合
活
動
全
体
で
は
「
w
i
t
h

コ
ロ
ナ
」
の
視
点
に
立
ち
、

こ
れ
ま
で
自
粛
ぎ
み
だ
っ
た

組
合
活
動
を
感
染
対
策
に
気

を
配
り
な
が
ら
再
開
す
る
こ

と
を
確
認
。
そ
の
他
「
県
人

事
委
員
会
宛
署
名
」
「
会
計

年
度
任
用
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
と
り
く
み
も
確
認
。
最
後

に
ミ
ニ
学
習
で
「
県
内
自
治

体
と
比
較
し
た
西
予
市
の
給

与
水
準
と
処
遇
」
な
ど
意
見

交
換
。
組
合
員
学
習
会
の
開

催
な
ど
計
画
を
進
め
ま
す
。

８
月
５
日
広
島
市
内
で

「
第

44回
自
治
体
労
働
者
平

和
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、

10地
方
組
織
か
ら
約

40人
が

参
加
。
愛
媛
か
ら
は
、
今
年

の
平
和
行
進
の
模
様
や
毎
年

発
行
を
続
け
て
い
る
「
平
和

行
進
パ
ン
フ
」
に
つ
い
て
紹

介
。
原
水
爆
や
核
兵
器
禁
止

条
約
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
の
他
、

自
治
体
要
請
に
役
立
つ
資
料

や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
各
地
域
の

平
和
活
動
の
写
真
な
ど
を
取

り
入
れ
『
楽
し
く
読
め
て
た

め
に
な
る
冊
子
』
を
追
求
、

ま
た
よ
く
耳
に
す
る
『
国
連

憲
章
』
『
国
際
法
』
な
ど
の

重
要
部
分
の
抜
粋
を
掲
載
し
、

歴
史
に
学
び
な
が
ら
、
核
兵

器
も
戦
争
も
な
い
平
和
で
安

定
し
た
世
界
を
私
た
ち
の
手

で
作
り
出
し
た
い
と
思
い
つ

つ
編
集
し
た
」
と
報
告
し
ま

し
た
。
翌
６
日
は
「
原
水
禁

世
界
大
会
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集

会
」
に
参
加
。
日
本
の
若
い

世
代
の
発
言
が
と
て
も
頼
も

し
く
感
じ
る
集
会
で
し
た
。

■
毎
日
暑
く
て
溶
け
て
し
ま

い
そ
う
で
す
が
、
入
職
以
来

続
け
て
い
る
自
転
車
通
勤
は

頑
張
っ
て
継
続
し
て
い
ま
す

（
雨
の
日
は
車
で
す
が
…
）
。

（
宇
和
島
・
新
城
）

■
夏
野
菜
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
す
。
ナ
ス
、
ピ
ー
マ

ン
、
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
な

ど
。
お
か
げ
で
夏
は
野
菜
を

買
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

（
西
予
・
中
井
）

■
こ
の
パ
ズ
ル
を
解
い
て
い

る
７
月
に
は
い
ろ
い
ろ
な
出

来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
変

わ
ら
ず
地
球
は
回
っ
て
て
、

本
格
的
な
夏
の
暑
さ
を
感
じ

な
が
ら
業
務
に
励
ん
で
い
ま

す
。
一
日
の
消
費
水
分
量
が

６
Ｌ
を
超
え
ま
し
た
。
脱
水

症
状
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
。

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
夏
休
み
。
毎
年
高
校
野
球

を
見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

地
方
大
会
か
ら
甲
子
園
ま
で
。

今
年
は
感
染
対
策
を
し
な
が

ら
応
援
団
も
球
場
入
り
で
き

て
見
て
る
方
も
嬉
し
い
で
す
。

（
伊
予
・
上
本
）

■
半
年
後
に
初
の
結
婚
記
念

日
が
訪
れ
ま
す
。
さ
す
が
に

忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が

10

年

20年
と
経
っ
た
時
、
果
た

し
て
忘
れ
ず
に
い
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。
自
分
は
少
し
不

安
で
す
。
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
に

登
録
せ
ね
ば
。

（
宇
和
島
・
青
木
）

■
こ
こ
最
近
、
残
業
・
休
日

出
勤
が
続
い
て
ま
し
た
が
、

そ
の
間
も
家
事
・
子
育
て
に

奮
闘
し
て
く
れ
た
妻
に
官
舎

で
す
。
結
婚
記
念
日
に
は
お

返
し
を
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
す
。

（
新
居
浜
・
藤
井
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５４７号

２０２２年 ８月２０日

■
５
４
５
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ケ
ッ
コ
ン
キ
ネ
ン
ビ
」

（
結
婚
記
念
日
）
で
し
た
。

正
解
は

16通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

加
藤
広
敏
（
新
居
浜
）

早
瀬
祐
樹
（
新
居
浜
）

武
智

徹
（
東

温
）

金
繁
芽
瑠
（
西

予
）

藤
原

元
（
新
居
浜
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
９
月

27日
【
発

表
】
５
４
９
号
（

10月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①いまも変わらず。○○○○○○の味

④起・承・転・結で書かれたマンガ

⑦オーストラリアの都市。首都ではない

⑧「軽四輪自動車」の略

⑨「うなぎどんぶり」の略

【タテのカギ】

①一切の条件もつけない。○○○○○○降伏

②最後に○○○○○○で味を調えて完成

③女優、新○○結衣

⑤坊っちゃんスタジアム、○○○○スタジ

アム

⑥（独語）こんにちは。○○○○ターク

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

あ
る
映
画
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


